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校
了
、
令
和
２
年

９
月
に
完
成
し
ま

し
た
。

　「
行
政
編
」
は
、

９
編
約
１
２
０
０

ペ
ー
ジ
で
構
成
し

昭
和
34
年
以
降
に

役
場
が
行
っ
て
き

た
主
な
事
業
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　役
場
の
各
課
が
行
っ
て
き
た
目
玉

事
業
を
紹
介
し
、
日
南
町
が
歩
ん
で

き
た
60
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
貴
重
な
写
真
も
数
多

く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　町
内
７
つ
の
地
域
の
特
色
に
つ
い

て
紹
介
し
た
も
の
が
「
地
域
編
」
で

す
。　約

８
０
０
ペ
ー
ジ
で
構
成
し
、
地

域
に
お
い
て
60
年
の
間
に
ど
の
よ
う

な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
地
域
の
成
り
立
ち

や
地
名
の
由
来
、
地
区
の
特
色
な
ど

様
々
な
事
項
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　「
地
域
編
」
の
町
内
各
地
域
の
自

慢
で
す
。
町
に
住
ん
で
い
て
も
、
自

分
の
居
住
地
域
以
外
に
つ
い
て
は
知

ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で

　昭
和
34
年
の
日
南
町
誕
生
以
降
、

60
年
間
に
わ
た
る
町
の
歴
史
を
綴

り
ま
し
た
。
様
々
な
分
野
で
行
わ

れ
て
き
た
町
の
事
業
を
と
り
あ
げ

た
「
行
政
編
」
と
、
自
治
会
（
地

区
）
単
位
で
地
域
の
特
色
な
ど
を

紹
介
し
た
「
地
域
編
」
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

　平
成
26
年
度

に
最
初
の
審
議

会
が
開
催
さ
れ
、

故
増
原
町
長
が

審
議
会
に
諮
問

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
に

は
、
専
任
職
員

を
配
置
し
、
具

体
的
な
方
向
性
の
検
討
が
は
じ
ま

り
、
主
な
章
立
て
・
構
成
や
取
り

上
げ
範
囲
な
ど
に
つ
い
て
町
長
に

答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
28
年
、
編
集
委
員
会
を
設

置
し
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
編
で
は

主
に
役
場
Ｏ
Ｂ
に
、
地
域
編
で
は

各
自
治
会
単
位
か
ら
選
出
さ
れ
た

方
々
に
助
言
や
意
見
等
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　平
成
29
年
か
ら
本
格
的
な
執
筆

を
開
始
し
、
令
和
元
年
度
中
頃
に

し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
行

事
や
特
色
が
あ
り
、
面
白
い
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　「
地
域
編
」
の
巻
末
に
日
南
町
内

の
民
話
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
あ
る
民
話
の
中
か
ら
11
話
を
厳

選
し
ま
し
た
。
町
内
の
場
所
が
舞
台

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
同
じ
場
所
に

行
っ
て
み
て
思
い
を
は
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

　今
回
の
町
史
は
昭
和
34
年
か
ら
現

代
ま
で
の
出
来
事
を
綴
っ
て
い
ま
す
。

前
回
の
『
日
南
町
史
』
で
は
明
治
時

代
か
ら
昭
和
時
代
ま
で
を
取
り
上
げ

て
い
る
の
で
、
今
後
、
古
代
か
ら
江

　昭
和
59
年
に
発
刊
さ
れ
た
『
日
南

町
史
』
に
続
き
、
令
和
２
年
９
月

『
続
日
南
町
史
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。

礎
的
な
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

　米
山
は
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
後

世
に
残
す
こ
と
に
非
常
に
強
い
意
志

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
米
山

が
『
日
野
郡
野
史
』
が
完
成
し
た
際

に
読
ん
だ
歌
の
中
に
次
の
よ
う
な
歌

が
あ
り
ま
す
。

　あ
ら
う
れ
し

　苔
の
下
に
て

わ
れ
き
か
む

　こ
の
野
史
よ
み
て

　笑
う
人
声

　自
分
が
作
っ
た
『
日
野
郡
野
史
』

を
後
世
の
人
た
ち
が
興
味
深
く
読
ん

で
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
歌
っ
た
も

の
で
す
。

　こ
の
『
続
日
南

町
史
』
も
長
く
後

世
ま
で
町
民
に
親

し
ま
れ
る
も
の
に

な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

※

雅
号…

文
筆
家
な
ど
が
本
名
の
他

　に
つ
け
る
別
名

※

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
も
つ
い
て
い
る
の
で
是

　非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　町
史
編
さ
ん
事
務
局
（
教
育
委
員
会)

　
　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ

　８
２－

１
１
１
８

戸
時
代
ま
で
の
歴
史
の
編
さ
ん
が

望
ま
れ
ま
す
。

　か
つ
て
、

佐
木
谷
村
に

『
日
野
郡
野

史
』
や
『
日

野
郡
史
』
の

編
さ
ん
に
携
わ
っ
た
坪
倉
鹿
太
郎

（
雅
号

：

米
山
）
が
い
ま
し
た
。

日
野
郡
か
ら
『
日
野
郡
史
』
の
調

査
員
に
任
じ
ら
れ
ま
す
が
時
間
が

か
か
り
す
ぎ
た
た
め
、
罷
免
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
、
個
人
で
『
日
野
郡
野
史
』

と
い
う
地
誌
・
歴
史
書
を
作
り
上

げ
、
日
野
郡
に
提
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
評
価
さ
れ
、
大
正
十
四
年

に
完
成
す
る
『
日
野
郡
史
』
の
基

日南町史
豆知識クイズ

Ｑ1Ｑ2
日
南
町
に
な
る
前
に
は
ど

ん
な
村
が
あ
っ
た
の
？

Ｑ3Ｑ4
背
表
紙
の
「
続
日
南
町
史
」

と
い
う
文
字
は
誰
が
書
い

た
も
の
？

背
表
紙
の
「
続
日
南
町
史
」

と
い
う
文
字
は
誰
が
書
い

た
も
の
？

Ｑ1

　中
村
町
長
で
す
。

A

　一
番
標
高
の
高
い
場
所

は
２
カ
所
あ
り
、
岩
樋
山

山
頂
と
岩
樋
山
と
道
後
山

の
中
間
に
あ
る
無
名
の
盛

り
上
が
り
部
分
で
標
高
は

１
２
７
１
ｍ
で
す
。

　一
等
三
角
点
を
持
つ
道

後
山
の
山
頂
は
広
島
県
庄

原
市
に
あ
り
標
高
１
２
６

８
ｍ
で
す
が
、
岩
樋
山
や

無
名
の
峰
を
含
む
一
帯
を

山
腹
と
し
て
、
ま
と
め
て

道
後
山
と
表
現
す
る
場

合
、
道
後
山
の
標
高
は
１

２
７
１
ｍ
と
な
り
ま
す
。

A

　５
つ
の
町
村
が
あ
り
ま

し
た
。

　伯
南
町
、
高
宮
村
、
多

里
村
、
石
見
村
、
福
栄
村

で
す
。

　昭
和
の
大
合
併
以
前
も

何
度
か
合
併
が
あ
り
ま
し

た
。
明
治
10
年
に
地
方
自

治
制
度
が
始
ま
る
ま
で
は

江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い

た
村
が
日
南
町
だ
け
で
１

０
０
村
近
く
存
在
し
て
い

ま
し
た
。

A

　戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時

代
に
か
け
て
、
尼
子
氏
の

家
臣
で
「
森
脇
市
正
」
と

い
う
戦
国
武
将
が
い
ま
し

た
。
出
雲
国
（
島
根
県
東

部
）
で
活
躍
し
た
人
で
す

が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
墓

は
日
南
町
福
万
来
の
長
楽

寺
に
あ
り
ま
す
。

A
日
南
町
で
一
番
標
高
の
高

い
「
場
所
」
は
ど
こ
？

日
南
町
で
一
番
標
高
の
高

い
「
場
所
」
は
ど
こ
？

Ｑ2
日
南
町
に
な
る
前
に
は
ど

ん
な
村
が
あ
っ
た
の
？

Ｑ3
有
名
な
人
の
お
墓
は
あ
る

の
？
有
名
な
人
の
お
墓
は
あ
る

の
？

Ｑ4

続
日
南
町
史
と
は

発
刊
ま
で
の
道
の
り

「
行
政
編
」

　
　に
つ
い
て

「
地
域
編
」
に
つ
い
て

注
目
ポ
イ
ン
ト
（
読
み
ど
こ
ろ
）

民
話
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

書
き
き
れ
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　エ
ピ
ソ
ー
ド

そ
の
他

タマネギ栽培の

　　　　　　石碑!?

　日南町茶屋の大仙谷集落には、こ
の地域でタマネギの栽培が始まった
ことを記念する石碑が残っています。
　当時、タマネギはまだ珍しい野菜
だったようです。今は当たり前にお
店で販売されている野菜ですが、明
治時代の人たちの心の中で、印象深
かったのではないでしょうか。

お
問
い
合
わ
せ

続日南町史が
発刊されました

※

べ
い  

ざ
ん

ろ
く   

た   

ろ
う
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名
の
盛

り
上
が
り
部
分
で
標
高
は

１
２
７
１
ｍ
で
す
。

　一
等
三
角
点
を
持
つ
道

後
山
の
山
頂
は
広
島
県
庄

原
市
に
あ
り
標
高
１
２
６

８
ｍ
で
す
が
、
岩
樋
山
や

無
名
の
峰
を
含
む
一
帯
を

山
腹
と
し
て
、
ま
と
め
て

道
後
山
と
表
現
す
る
場

合
、
道
後
山
の
標
高
は
１

２
７
１
ｍ
と
な
り
ま
す
。

A

　５
つ
の
町
村
が
あ
り
ま

し
た
。

　伯
南
町
、
高
宮
村
、
多

里
村
、
石
見
村
、
福
栄
村

で
す
。

　昭
和
の
大
合
併
以
前
も

何
度
か
合
併
が
あ
り
ま
し

た
。
明
治
10
年
に
地
方
自

治
制
度
が
始
ま
る
ま
で
は

江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い

た
村
が
日
南
町
だ
け
で
１

０
０
村
近
く
存
在
し
て
い

ま
し
た
。

A

　戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時

代
に
か
け
て
、
尼
子
氏
の

家
臣
で
「
森
脇
市
正
」
と

い
う
戦
国
武
将
が
い
ま
し

た
。
出
雲
国
（
島
根
県
東

部
）
で
活
躍
し
た
人
で
す

が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
墓

は
日
南
町
福
万
来
の
長
楽

寺
に
あ
り
ま
す
。

A
日
南
町
で
一
番
標
高
の
高

い
「
場
所
」
は
ど
こ
？

日
南
町
で
一
番
標
高
の
高

い
「
場
所
」
は
ど
こ
？

Ｑ2
日
南
町
に
な
る
前
に
は
ど

ん
な
村
が
あ
っ
た
の
？

Ｑ3
有
名
な
人
の
お
墓
は
あ
る

の
？
有
名
な
人
の
お
墓
は
あ
る

の
？

Ｑ4

続
日
南
町
史
と
は

発
刊
ま
で
の
道
の
り

「
行
政
編
」

　
　に
つ
い
て

「
地
域
編
」
に
つ
い
て

注
目
ポ
イ
ン
ト
（
読
み
ど
こ
ろ
）

民
話
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

書
き
き
れ
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　エ
ピ
ソ
ー
ド

そ
の
他

タマネギ栽培の

　　　　　　石碑!?

　日南町茶屋の大仙谷集落には、こ
の地域でタマネギの栽培が始まった
ことを記念する石碑が残っています。
　当時、タマネギはまだ珍しい野菜
だったようです。今は当たり前にお
店で販売されている野菜ですが、明
治時代の人たちの心の中で、印象深
かったのではないでしょうか。

お
問
い
合
わ
せ

続日南町史が
発刊されました

※

べ
い  

ざ
ん

ろ
く   

た   

ろ
う
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オッサン

ショウオが行く 瀬尻　尚也さん

プロフィール
　米子市出身。米子の高校を卒業後福岡の大学

に進学。スポーツ科学を専門に学ぶが消防士に

惹かれ消防士の道へ。伯耆出張所で約２年間勤

め、平成31年の４月より生山出張所に配属となる。

　元々中学校の授業で消防士から話を聞いて、
「人を助ける仕事ってかっこいい」と思ってい
ました。大きなきっかけは、大学時のできごと
です。自分とはあまり関わりがなかったのです
が同じ学部の子が火事で亡くなりました。周り
の悲しんでいる様子を見て、悲しむ人を減らし
たいと思いが強くなり消防士を目指しました。

　勤務時間は朝８：30に出勤して次の日の朝
８：30まで勤務します。勤務→非番→公休→勤
務の流れで３交代制です。

やりがいは

　頑張ったことが地域や町民さんのためになると
いうことです。危険だし、命に関わる現場なので
プレッシャーもあるけれどその分必要な仕事であ
ることも感じています。先輩にも言われている言
葉ですが、現場活動で正解はありません。訓練が
終わったら隊の皆で話し合い、より良い活動にむ
け努力し続けていることで成長を実感します。町
民の皆様と直接話ができることも嬉しいです。

せじり　　　　 なおや

江府消防署生山出張所　消防副士長

消防士になろうと思ったきっかけは

勤務形態を教えてください

　主に4種類で、①救急業務（救急通報をうけ
て、病院への救急搬送等）②警防業務（水利調
査、火災出動、消火活動、原因調査等）③予防
業務（立ち入り検査、防災訓練指導等）④待機
業務（受付書類の対応、災害想定訓練・研修）
です。消防士は出動するイメージが強いですが、
点検や訓練などを行い災害に備える予防業務も
大切な仕事です。また、消防車だけでなく救急
車も運転します。

業務内容は 最後に町の皆様へ

　緊急時、119番をすることは迷惑をかけたくな
いという思いなどからためらったり戸惑ったりす
ると思います。ですが、消防士は皆様の不安を取
り除くことが仕事です。ちょっとでも不安を感じ
たら遠慮なく119番通報してもらえたらと思いま
す。また、日南町は消防団の活動意識が高く、沢
山助けていただきありがたいです。今後もさらに
皆様と関わり、意識を高く持ち続けていただける
活動ができたらと思っています。

今後の目標は

　何年目とか関係なく周りから見たら消防士です。
早く先輩に近づけるように知識や経験を深めたい
と思います。夢は水難救助隊になることで、より
多くの人を助けて、地域の人がより安心して暮ら
せるようになったらいいなと思っています｡

大変なことは

　4人での勤務のため一人のウエイトが大きく失敗
したらいけないというプレッシャーは毎日感じて
います。そしてやはり、悲惨な現場に出会うこと
です。事故だけでなく、自死の場面に遭遇するこ
ともあります。業務を行うにあたって冷静な判断
は必要不可欠なので感情移入をしてはいけません
が、感情移入してしまったこともあります。その
時は切り替えも中々できなくて苦しくなってしま
いました。そういった中で救われるのは先輩が声
をかけてくれ、話を聞いてくれることです。ケア
をしてもらっているなと感じます｡

5　  広報にちなん令和２年10月
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福祉保健課
主任管理栄養士

山田　　恵 380

　新型コロナウイルス感染症対策のため、３密を避けたり、外出の機会
が減ったりしたことで、運動不足になっている人もおられるのではない
でしょうか。この機会に、『運動』について少し考えてみませんか？

　『健康』と『運動』には、切っても切り離せない関係
があります。
　運動すること、しないことでどんな関係があるのか、
まとめてみました。

　「運動するとからだに良いことはわかっ
ているけど…できない」そんなあなたにオ
ススメなのが、ウォーキング！
　ウォーキングは、ムリなく、かんたんに、
いつでも、どこでも、効果的に取り入れら
れる運動です。

運動不足の解消はちょっとした変化から
～みんなで楽しくからだを動かそう～

『健康』と『運動』の切っても切り離せない関係

　『ノルディック・ウォーク』とは、専用のポールを使って歩きます。ポールは、使い方
によって、運動効果を高めたり、足腰が弱い方の補助になったりします。
　町では、毎月１回、ノルディック・ウォーク＆ラジオ体操教室を開催し、みんなで楽し
く健康づくりに取り組んでいます。ポールは福祉保健課で無料貸し出しを行っています。
ぜひご参加ください。
　ここで、教室での指導を担当してくださる公認指導員の皆さんをご紹介します(敬称略)。
　

せっかく歩くなら効果的に！ウォーキングの効果を高める『ノルディック・ウォーク』

運動すると・・・
●ストレスの緩和・解消に効果的
●体力の維持・向上が期待できる
●腰痛・肩こり・冷え性の緩和
●免疫力の強化
●認知症・骨粗しょう症・生活習慣病予防
●将来の転倒や寝たきりになるのを防ぐ

運動しないと・・・
●生活習慣病などにかかりやすくなる

●太りやすくなる

●体力が落ちやすくなる

●気分が落ち込みやすくなる

●忙しい方にもおすすめ！ウォーキングのメリット
①時間、場所を問わず気軽に取り組める
②自分のペースでムリなく取り組める
③短時間でも取り組める

お問合せ：福祉保健課　電話８２－０３７４

　指導員の皆さんから正しい歩き方を学び、取り
入れることで、ウォーキングの効果は高まります。
教室に参加できない方は、個別訪問指導も受け付
けています。ノルディック・ウォーク日南支部　
電話090-8606-3135　までお問合せください。
（受付時間9時～18時　繋がらない場合は折り返
し連絡します）
　１週間に３～４日、20～30分ずつのウォーキ
ングで効果が出ると言われています。
　さあ！あなたも今日から歩きませんか！

清水篤大塚二美小山政江 藤森史子吉澤美津恵

後藤知也河上望 会長：足羽覚福田輝之



　広報にちなん令和元年9月号「日南町の公共交通について考える」でもお知らせしていたドア・

ツー・ドア型（自宅の玄関から目的地の玄関まで）の運行拡大に向けて、11月から2ヶ月間福栄線で試

験的に導入することとなりました。町民の皆様にとって分かりやすく、利用しやすい運行を目指します。

　自宅の玄関から目的地の玄関つまりドアからドアの送迎を行うことです。おおよその時間・本数は決

まっていますがこの運行を行うことにより、日中の買い物や通院といった外出のしやすさを確保します。

7　  広報にちなん令和２年10月

11 月 1日から 2か月間　福栄線の
～ドア･ツー･ドア型のバスの実証運行を行います～

町営バス福栄線

家の前にバスが来る !?

＜ドア・ツー・ドアとは＞

⑤運賃

③実験期間

④運行地域

⑥予約方法

①取組みの主旨

項　目

⑦その他

②運行方法

・日中の高齢者等の買い物や通院等の外出のしやすさ確保のため。
・町民の皆様が外出しやすくなり、生活を豊かにしていくための実験です。

・朝･夕を除く全ての運行をドア・ツー・ドア型バスにします。
　※予約により利用が出来ます。
　※朝夕は予約不要の定時定路線バスとして運行します。

内　容

・実験期間は令和2年11月1日～12月25日のおよそ2ヶ月を予定しています。
・デマンドの運行時間は毎日8時～16時（15時台まで）です。

・住民説明会を行い、利用者の登録を事前に行います。
・実証運行の検証を行い全地域導入に向けた検討をします。
（利用データ分析、地域意見の収集）

・従来通りの電話での申し込みの他、スマートフォン（専用アプリ）、
　パソコンから予約が可能になります。
・利用の1時間前までに予約をお願いします。
（※直前の予約の場合、乗車できない場合があります。）

・福栄線沿いおよび中心部（道の駅・パセオ・生山駅・日南病院）
・自宅付近まで送迎します。
　（道路事情により自宅前まで行けないことがあります。）

・片道200円、往復400円
・現在のバス料金と同額とします。

お問い合わせ　企画課 TEL：82-1115



 この度「地域コーディネーター」の辞令を町教育委員会からいただき、前任の中村秀代さんから引き継い
だ荒金敏文です。住所は阿毘縁です。よろしくお願いいたします。
　中村さんは、約10年にわたり、地域のボランティアの方と一緒になって子どもたちの成長を見守ってこ
られました。こよなく日南町の子どもたちを愛されていたからこそ、このように長く勤められたと感じてい
ます。本当にお疲れさまでした（まだまだご協力をお願いします)。また、田植え、稲刈り、りんご収穫な
どの体験学習、登下校の見守り、図書支援など、子どもたちのために多くの皆様が支援してくださっていま
す。このことへの感謝の気持ちは子どもたちの心に必ずあると信じています。これからも引き続きご協力を
お願いします。
 さて、令和４年より日南町でも「コミュニティ・スクール(CＳ)」(学校運営協議会制度)がスタートすると
のことで、講演会や各地域でＣＳミーティングが開かれ、多くの町民の方が集まって「熟議」がなされまし
た。私も何回か参加し、学校と地域（町民）と行政、それぞれ立場は違いますが、日南町を良くしていこう
という思いや、日南町を誇りに思う気持ちを持っておられるのだなあと感じました。
　今、私は自分に何が出来るか、何をしていかなければいけないか模索している状態ですが、小・中学校の
先生たちともいろいろ話しながら、将来、子どもたちに日南町に住んで活躍してほしいという気持ちで活動
していきたいと思います。今の子どもたちがこれからの日南町を背負っていくことは間違いありません。町
民の皆さん、一緒になって頑張っていきましょう。
 ところで、少しでも興味深く（？）読んでいただけるようクイズコーナーを設けます。ちょこっと考えて
みてください。第1回目は音楽関係です。

　次回のクイズは和牛についてです。お楽しみに！

連絡先　教育委員会　82-1118　　コーディネーター携帯 080-5232-7712

　　　　８月24日の小学校の始業式で、吉田校長先生・其山先生・荒金の３人で演奏をし
ました。先生方はギター、荒金はサックスでした。さて、サックスは管楽器といいます
が、何という管楽器でしょうか？
①金管楽器　　②木管楽器　　③木炭楽器
（ヒント：サックスの管体は金属でできてます。）

【 お問い合せ】 日南町教育委員会 　８２- １１１８

日野郡公設塾「まなびや縁側」グランド・オープン

よろしくお願いします　その①

がり、自身と地域の広がる未来を描く」ようにな
ることを目指しています。
　４月からお試し期間として仮開塾し、３人の講
師が指導にあたっています。国語、数学、英語の
学習指導に加え、生徒一人ひとりの進路希望に合
わせたキャリア教育や課題解決型学習を行ってい
ます｡
　夏休みには、就農を希望する生徒が日南町内の
農家を視察したり、日野町の工房を訪問したりと
地域に出かけての活動も行いました。また、2日間
にわたり開催した特別授業では、経済や宇宙の話
などを聞いたり、ボードゲームを使って語彙力や
コミュニケーション力を高めたりと、学校では教
わらない授業に興味を示していました。
　公設塾では、地域の方々とのつながりを大切に
しています。どうぞ、お気軽に塾へお立ち寄り下
さい。郷土に愛着を持つ高校生をみなさんと一緒
に育てていきましょう。

日野郡公設塾まなびや縁側
　日野町山村開発センター内
　電話 080-1338-0743   開塾 午後４時～午後９時

　９月３日、日野郡３町で運営する公設塾のグラン
ドオープニングセレモニーが、日野町山村開発セン
ターで開催されました。式典では、山本仁志鳥取県
教育長など来賓の方々が祝辞を述べられ、島根大学
の作野広和教授による記念講演も行われました。
　公設塾は、日野郡に在住する高校生と日野高校の
生徒を対象とし、ふるさと教育を推進しています。
そして、生徒が「主体的に自ら行動し、仲間とつな
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クイズ

地域コーディネーターだより
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　７月に、各地域でコミュニティ・スクールの制度説明
と、日南町の子どもたちへのこんな子どもに育ってほしい
といった願いや思いを出し合う“熟議”を行いました。
　この“熟議”には、地域・保護者のみなさん、保育園や
小中学校の教職員、役場職員も参加し、大いに盛り上がり
ました。総勢141名、442の意見が出されました。熱心に
意見が交わされ『オールにちなん　CSミーティング　～ベ
スト10～』が決まりました。
　各地域での感想の多くに｢熟議は１回だけではもったいな
い｣「いろんな立場の人の考えが聞けてよかった」「保護者
の参加がもっとあればよかった」などがありました｡

「地域とともにある学校づくり」をすすめるため、教育委員会は、令和４年にコミュニ
ティ・スクールを導入します。

　今後、小中学生や、保護者のみなさんの熟議を予定しています。さらにもう１度、町全体の熟議も開
催したいと考えています。ぜひ、ご参加をよろしくお願いします。
　そして、各地域での意見や願いを元に、これから導入されるコミュニティ・スクールの大きな目標
（めざす子ども像）を設定していきます。

思いやりのある子　　　　（46票）
あいさつができる子　　　（42票）
自分の意見が言える子　　（34票）
人の話が聞ける子　　　　（14票）
自分で考えて行動できる子（13票）
自分のことが好きな子　　（13票）
チャレンジ（挑戦）する子（12票）
やさしい子　　　　　　　（８票）
友だちを大切にする子　　（８票）

２位

３位

４位

５位

６位

８位

９位

日南町のことが好きな子（52票）1位

特集　コミュニティ・スクール～第２弾～

コミュニティ・スクールってなに？コミュニティ・スクールってなに？コミュニティ・スクールってなに？

「コミュニティ・スクールにつ
いて話をしてほしい！」といっ
た依頼もちらほら…。
呼ばれたらどこでも行きます！
気軽に呼んでください！

熱心な熟議。
熱い思い。
日南の子どものため！

ベスト10

オールにちなんCSミーティングオールにちなんCSミーティング

〈問い合わせ先〉教育委員会
　　　　　　　　TEL ８２ー１１１８

こんな子どもに
育ってほしい

オールにちなんＣＳミーティング

10月　保護者のみなさんの熟議
11月～12月　小中学生の熟議
11月　町全体の熟議

今後の
スケジュール



日南町の森で自由研究を朝市が開催されました

　道の駅にちなん日野川の郷で４日間、朝市が開催

されました。直売所は特にお盆時期が密になりやす

いことから、屋外での販売や朝の時間を活用し、新

型コロナウイルス感染症対策を行うことを目的とし

ています。来場された方はゆとりある空間でのお買

い物を楽しまれました。

より良い町を目指して

　鳥取大学、ソフトバンク株式会社、日南町の三者は

「中山間地域における課題解決及びSDGs推進に関する

連携協定」を締結し、その締結式が鳥取大学で行われま

した。この取り組みは、平成30年度から取り組んでいる

町民アンケートをもとに日南町の課題を考え、その課題

についてソフトバンク、鳥取大学と連携し、解決に向け

取り組んでいくというものです。締結式では、ソフトバ

ンク株式会社人事総務統括CSR本部長池田昌人様、鳥取

大学長中島廣光様、中村英明町長が挨拶され、それぞれ

のマスコットキャラクターも登場し、pepperくんからの

サプライズ挨拶もありました。

　ソフトバンク、大学、行政の三者での連携協定は、全

国で3例目、西日本で初めての取り組みになります。

８

21

８

８

８

24
地域コーディネーターが
替わられました

　地域コーディネーターに新しく荒金敏文さんが就

任され、全校生徒へ紹介されました。前任は中村秀

代さんで約10年間コーディネーターとして地域を支

え続けてくださいました。全校集会では、荒金さん

のアルトサックス、校長先生、其山先生のギターとで

セッションが行われサプライズ演奏会となりました。

まちの話題まちの話題

  広報にちなん令和２年10月　  10

８
13～16

８

27 オッサンとしいたんの戦い！？

　日野町公式キャラクターの「しいたん」と日南町

公式キャラクターの「オッサンショウオ」が対決し

ました。徒競走、PKが行われ、白熱した戦いになり

ました。対決の様子は近日中にちゃんねる日南で放

送予定です。

　日南町の森を学び、自由研究として模造紙にまとめ

ることができる「にちなんの森林で自由研究」が開催

されました。講師はにちなん中国山地林業アカデミー

の小菅良豪教育運営科長で、町内外から応募のあった

８組17名が参加しました。

参加されたお母さんは

「自由研究は宿題の中で

も大変なもののひとつ。

手厚いサポートの中で完

成させることができて良

かった」と感想を話され

ました。

いけだ まさと

あらがね としふみ

こすが よしたけ

なかむら ひで

よ

なかむら ひであきなかじま ひろみつ



　日南町出身、倉吉市在住の車椅子の書彩家高橋俊和さんの書道展「楽筆展」

が、まなびタウンとうはくで開催されました。左足を使って書道に励む高

橋さんは、日南町でも平成 26 年に作品展を開催されています。魂をこめ

て力強く描く書は、いつも観る者を魅了して止みません。

　高橋さんが「リアルな自分」を表現したという造語「輝牙夢奏」を渾身

の力を振り絞って書く姿が、本年度中にはインターネット配信される予定

です。

書道作品展

りんごに模様をつけよう大きな木に育ちますように

　子どもたちに木を育てる体験や、

森林環境保全の大切さを学んでほし

いという思いから、鳥取県の森林づ

くり推進課より苗木が贈られ『地域

の緑を育てる体験活動（苗木のス

クールステイ）苗木受け取り式』が

開催されました。今回贈られた苗木

は小学校で子どもたちが育て、令和３年第66回鳥取県植樹祭

が行われた際に植樹される予定となっています。式には日南

町公式キャラクターの「オッサンショウオ」と全国植樹祭の

マスコットとして誕生した「トッキーノ」がサプライズで登

場し歓声があがりました。

９

３
９

２

たかはし としかず

はやし ふ　み　よ

まちの話題まちの話題

11　  広報にちなん令和２年10月

　日南中学校体育祭が町総合グラウンドで開催されました。

今年は新型コロナウイルス感染症対策のため、保護者のみの

観戦となりましたが、全力で頑張る子どもたちに会場は感動

に包まれ、大きな拍手が響きました。

青春のひととき
９

５

９
12～17

　小学1年生27名が阿毘縁の林りんご園でりん

ごのシール貼り体験を行いました。この体験

は、まだ熟していない段階のりんごに自分で書

いたシールを張ると熟したりんごにシールの絵

柄が映るというものです。今回もりんご農園を

管理されている林冨實代さんやボランティアの

方々からシールの貼り方を教わり、元気いっぱ

いシールを張りました。収穫体験も行われる予

定で、皆楽しみに学校へ戻りました。



　「地方創生体験学習」という授業の一環として鳥取

大学2回生2名が日南町を訪れました。“移住定住”を

テーマに町の施策の説明を聞いたり町民さんへの聞き

取りをしたりし学びを深めました。最終日には役場内

で成果発表を行い、様々な意見交換がなされました。

参加した学生は「今回木下家に宿泊させてもらった

が、このような古民家に泊まったことがなく、とても

貴重な体験ができた。また、実際に町民さんのお話を

伺えたことが勉強になったし、行政的な視点を学ぶこ

とができてよかった」と話されました。

鳥大生が日南町を学ぶ

　延期となっていた日野郡公設塾まなびや縁側のオー

プニングセレモニーが行われ、日野郡3町の町長や関係

者が出席しました。まなびや縁側は日野郡部・日野高

校の学生へ、ふるさと教育やキャリア教育、そして学

習支援を行う公設塾です。式典では、まなびや縁側の

活動内容や今後の展望の説明後、島根大学教授の作野

広和先生による記念講演「日野の未来とまなびや縁側

が果たす役割」が行われました。

　「日南町タウンズネット光化工事（第二期）」の安

全祈願祭が霞神社で行われました。この工事は日南町

内を各家庭まで光ケーブル化することによりデータを

大量にかつ高速に転送できることができ、現在利用し

ているテレビ・インターネットなどのサービスがより

便利になるための取り組みです。中村英明町長は、

「デジタル社会に向けての取り組みは持続可能なまち

づくりの大きな基盤の一つだと思う。141kmあまりの

長い距離を皆様にお世話になるが、どうか安全第一で

お願いしたい。」と挨拶がありました。

９

４ 安全に工事が終わることを願って

　「日南町有林J-クレジット」の売買契約調印式が行

われました。今回契約していただいたのは有限会社大

生建設（川田嗣男代表取締役）と有限会社近藤板金工

作所（近藤英義代表取締役）の2社で、日南町森林組合

（平田広志代表理事組合長）のJ-クレジットも購入さ

れました。中村英明町長は「気候変動が世界的にも顕

著になってきている今、こうして継続してご購入いた

だきありがたい。輪が広がることを期待している」と

感謝を述べました。

８

24 J-クレジット売買契約

９

３ 日野郡生徒の学びの助けに

まちの話題まちの話題

かわた  つぐお

こんどう  ひでよし

ひらた  ひろし

なかむら  ひであき

なかむら  ひであき

さくの

 ひろかず
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　イ
ノ
シ
シ
の
話
を
し
た
際
、

驚
か
れ
る
こ
と
の
一
つ
に
「
イ

ノ
シ
シ
は
昼
行
性
の
動
物
で
あ

る
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
は
林
内
な
ど
の
人
間

を
警
戒
す
る
必
要
が
な
い
場
所

で
は
、
昼
間
に
活
動
し
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
が
夜
行
性
を
示
す
の

は
、
人
間
の
活
動
に
よ
る
二
次

的
な
習
性
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
人
間
を
恐
れ
て
い
る

の
で
、
お
い
し
い
作
物
の
あ
る

農
地
に
は
、
夜
な
夜
な
来
る
だ

け
な
の
で
す
。

　こ
の
よ
う
に
聞
く
と
、
一
つ

の
疑
問
が
わ
い
て
き
ま
す
よ
ね
。

「
人
間
の
気
配
が
昼
間
で
も
ほ

と
ん
ど
な
い
農
地
な
ら
昼
間
に

来
る
の
で
は
？
」
と
。

　答
え
は
「
そ
の
通
り
、
昼
間

で
も
出
て
き
ま
す
」
で
す
。
下

の
写
真
は
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
の
外
側
を
、
子
連
れ
の
イ
ノ

シ
シ
が
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
写
真
左
下
の
小
さ

い
丸
で
囲
っ
て
あ
る
の
が
、
ウ

リ
坊
で
す
。
撮
影
時
間
は
午
前

11
時
45
分
、
ほ
ぼ
真
昼
間
で
す
。

　「
人
間
の
気
配
の
少
な
い
、

イ
ノ
シ
シ
に
と
っ
て
危
険
性
の

低
い
農
地
で
は
、
真
昼
間
で

も
被
害
が
発
生
す
る
」
の
で

あ
れ
ば…

…

せ
っ
か
く
き
れ

い
に
電
気
柵
を
張
っ
て
い
て

も
、
夜
だ
け
電
気
を
流
す

「
夜
モ
ー
ド
」
で
使
っ
て
い

る
と
、
電
気
の
流
れ
て
い
な

い
昼
間
に
被
害
に
あ
う
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　高
低
差
が
あ
る
農
地
（
農

道
や
民
家
か
ら
作
付
け
面
が

見
晴
ら
せ
な
い
農
地
）
な
ど

も
イ
ノ
シ
シ
に
危
険
性
が
低

い
と
判
断
さ
れ
が
ち
で
す
。

　ま
た
、
電
気
柵
の
昼
と
夜

の
切
替
は
光
セ
ン
サ
ー
で

行
っ
て
い
る
の
で
、
電
源
が

切
れ
る
明
け
方
に
入
ら
れ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
電
気
柵
は
「
24
時
間

通
電
を
！
」
と
い
う
わ
け
で

す
。

獣害対策
最前線

農地は昼間も
狙われている！

日野郡鳥獣被害対策協議会
実施隊チーフ　木下卓也
【問い合わせ】72-1399

　
８
月
後
半
よ
り
、
い
よ
い
よ
林
業
機
械
を
使
っ

た
講
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

で
は
、
木
材
を
伐
採
す
る
ハ
ー
ベ
ス
タ
、
木
材

を
掴
む
グ
ラ
ッ
プ
ル
、
木
材
を
運
ぶ
フ
ォ
ワ
ー

ダ
の
３
台
の
機
械
を
使
っ
て
林
業
機
械
の
実
習

を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
林
業
機
械
の
練
習
を
は
じ
め
て
数
日
し

か
た
っ
て
い
な
い
の
で
、
動
き
は
ぎ
こ
ち
な
い

で
す
が
11
月
ま
で
の
間
し
っ
か
り
実
習
し
て
い

き
ま
す
。
今
年
の
学
生
は
年
齢
層
が
高
い
こ
と

も
あ
り
、
早
く
か
ら
就
職
を
意
識
し
て
研
修
に

励
ん
で
お
り
、
作
業
だ
け
で
な
く
視
察
や
林
学

の
授
業
に
も
積
極
的
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
後
も
実

習
に
並
行
し
て
就

職
を
見
越
し
た
林

業
が
事
業
体
訪
問

を
実
施
し
、
長
く

林
業
が
続
け
ら
れ

る
自
分
に
合
っ
た

林
業
事
業
体
に
就

職
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
本
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
の

対
策
を
取
り
な
が

ら
、
元
気
に
実
習

を
続
け
て
い
ま
す
。

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
奮
闘
記

に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
T
E
L   

８
４

－

０
０
７
０

問

林
業
機
械
実
習
が

　
　
　
　
　

  

始
ま
り
ま
し
た

　
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭

の
テ
レ
ビ
が
薄
型
テ
レ
ビ
と

な
り
、
大
型
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る

と
全
国
で
薄
型
テ
レ
ビ
に
転

倒
防
止
対
策
を
し
て
い
る
と

回
答
し
た
人
は
三
割
以
下
で

し
た
。
一
見
軽
そ
う
に
見
え

る
薄
型
テ
レ
ビ
も
地
震
な
ど

で
転
倒
す
る
と
大
変
危
険
で

す
。

　
地
震
な
ど
に
備
え
て
薄
型

テ
レ
ビ
の
固
定
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　
固
定
方
法
に
は
振
動
を
吸

収
す
る
防
振
マ
ッ
ト
を
敷

く
、
金
具
や
ベ
ル
ト
に
よ
る

固
定
、
ワ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
固

定
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
薄
型
テ
レ
ビ
の
多
く
は
背

面
で
転
倒
防
止
の
た
め
に
固

定
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
テ
レ
ビ
台
や
壁
に

し
っ
か
り
と
固
定
し
ま
し
ょ

う
。 薄

型
テ
レ
ビ
の

　転
倒
防
止
を
し
ま
し
ょ
う

T
E
L   

８
２

－

１
１
１
１

役
場
総
務
課

お
問
い
合
わ
せ
先
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　９
月
８
日
の
第
４
回
ふ
れ
あ
い
人

権
講
座
で
は
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ

カ
人
（
ア
メ
リ
カ
に
暮
ら
す
黒
人
の

方
、
以
下
、
便
宜
上
、
黒
人
と
書
き

ま
す
）
の
人
権
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。
現
在
、
世
界
中
で
黒
人
差
別
に

抗
議
す
る
運
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー
「
黒

人
の
命
は
大
切
だ
（
和
訳
は
種
々
あ

り
ま
す
）」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
日

本
で
は
漠
然
と
肌
の
色
に
よ
る
差
別

と
捉
え
が
ち
で
す
が
、
今
回
き
っ
か

け
に
な
っ
た
事
件
を
含
め
、
殺
害
に

ま
で
至
る
深
い
差
別
で
、
歴
史
を
振

第
５
回
の
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

「
人
権
標
語
」
を
募
集
し
ま
す

第
４
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

今
年
も
人
権
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　ご
住
所
、
お
名
前
を
お
書
き
の
う
え
、

お
手
紙
、
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
人

権
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

同
和
問
題
職
場
研
修
会
に
つ
い
て

　例
年
開
催
し
て
い
る
研
修
会
は
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
行
い
ま
せ
ん
。

　ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
所
に

は
、
事
業
所
ご
と
で
の
開
催
を
お
願
い

す
る
ご
案
内
を
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

日

　時

　10
月
９
日(

金)

　午
前
９
時
〜
12
時

場

　所

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☆
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

映
画
「
ア
イ
・
ラ
ヴ
・
ピ
ー
ス
」
鑑
賞

　聴
覚
障
が
い
が
あ
り
、
義
肢
装
具
士

を
目
指
す
女
性
が
島
根
県
大
田
市
か
ら

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
渡
り
ま
す
。
地
雷

で
片
足
を
失
っ
た
少
女
と
出
会
い････

。

日

　時

　10
月
６
日(

火)

　午
後
６
時
〜
８
時

場

　所

　日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー

「
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
人
権
を
考
え
る
」

〜
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー
〜

10
月
の
人
権
相
談
・

　
　
　
　
　
行
政
相
談
の
ご
案
内

り
返
っ
て
み
な
い
と
理
解
に
近
づ
け

ま
せ
ん
。

　欧
州
の
大
航
海
時
代
に
（
彼
ら
に

と
っ
て
は
）
発
見
し
た
新
大
陸
ア
メ

リ
カ
で
先
住
民
を
虐
殺
し
占
領
し
て

植
民
地
に
し
ま
し
た
。
手
に
入
れ
た

広
大
な
土
地
で
大
農
園
を
経
営
す
る

た
め
に
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
黒
人
を
買

い
、
奴
隷
と
し
て
働
か
せ
豊
か
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　や
が
て
、
社
会
構
造
が
違
う
北
部

の
州
と
南
部
の
州
と
が
、
奴
隷
制
の

廃
止
か
継
続
か
を
争
う
南
北
戦
争
（
１

８
６
１
〜
１
８
６
５
年
）
が
起
こ
り

ま
す
。
結
果
、
奴
隷
制
廃
止
を
目
指

す
北
軍
が
勝
利
し
「
奴
隷
解
放
宣
言
」

が
発
布
さ
れ
ま
す
。
黒
人
奴
隷
は
モ

ノ
か
ら
人
間
と
し
て
認
め
ら
れ
移
動

も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

州
法
に
よ
っ
て
人
種
隔
離
が
認
め
ら

れ
、
公
共
施
設
を
始
め
あ
ら
ゆ
る
場

所
で
、
白
人
と
有
色
人
種
の
分
離
が

続
き
ま
す
。
解
放
と
は
程
遠
い
実
情

が
長
く
続
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
厳

し
い
差
別
が
公
然
と
行
わ
れ
、
白
人

が
黒
人
を
私
刑
（
リ
ン
チ
）
に
か
け

る
事
も
頻
繁
で
し
た
。

　１
９
５
０
年
代
半
ば
に
な
っ
て
、

黒
人
の
公
民
権
獲
得
を
目
指
す
運
動

が
高
ま
り
、
非
暴
力
に
よ
る
公
民
権

獲
得
運
動
の
指
導
者
キ
ン
グ
牧
師
の

活
躍
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
、
ジ
ョ
ン

ソ
ン
大
統
領
の
英
断
に
よ
り
１
９
６

４
年
７
月
、
公
民
権
法
が
制
定
、
法

の
上
で
の
人
種
差
別
が
終
わ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
初
の
黒
人
大
統
領
オ
バ
マ

氏
（
２
０
０
４
年
）
の
登
場
な
ど
を

経
て
、
現
在
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
で

す
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
白
人
優
先
の
言

動
が
目
立
つ
方
で
は
あ
り
ま
す
。
深

く
長
い
歴
史
が
あ
る
黒
人
差
別
は
、

現
実
の
社
会
の
中
に
色
濃
く
残
っ
て

い
て
、
今
年
５
月
に
黒
人
男
性
が
白

人
警
察
官
の
過
剰
に
見
え
る
拘
束
で

亡
く
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
大
規
模

な
抗
議
デ
モ
が
起
こ
っ
た
、
と
い
う

の
が
大
ま
か
な
歴
史
で
す
。

　私
た
ち
も
対
岸
の
火
事
と
し
て
し

ま
う
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

課
題
と
と
も
に
関
心
を
持
っ
て
考
え

続
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。▲ニューヨークの「自由の女神像」。

かかげる松明は自由を照らすためです
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□ □ □ □ □ □ □

□ □ □ □ □ □ □

集積場に排出された資源ごみは、圏域全体の財産です！お知らせ

□

収集 選別 売却

国保人間ドックの受診者を募集しています！募集

□

□
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□ □ □ □ □ □ □

□ □ □ □ □ □ □

西部消防局からのお知らせお知らせ

□

日曜労働相談会のお知らせ（無料・秘密厳守）お知らせ

□
□

□

体力・運動能力調査参加者募集募集

□

町長杯町民ゴルフ大会中止のお知らせお知らせ

□

「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」の参加者募集募集

□
□
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令和2年度ふぐ処理師試験の実施について募集

□

新型コロナウイルス感染症の影響による減収を
事由とする国民年金保険料免除について

お知らせ

□

住民向けメール配信を開始しますお知らせ

□

公益財団法人鳥取県市町村振興協会

「桜の苑」改修工事における仮設施設の利用についてお知らせ

□

「公証週間休日法律相談」実施についてお知らせ

□

□ □ □ □ □ □ □

□ □ □ □ □ □ □



自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
編
集
室
選

広報文芸

短

　歌

さ
し
入
れ
西
瓜
で
一
服
友
の
有
難
さ
　
　
　
　
　  

神
戸
上
　柴
田
　篤
子

ど
こ
か
ら
か
そ
っ
と
吹
く
風
二
百
十
日
も
間
近
　  

茶
　屋
　岸
本
　治
枝

ひ
と
夏
の
芙
蓉
に
終
り
の
花
を
愛
お
し
む
　
　
　  

茶
　屋
　小
林
　道
子

黄
色
の
蝶
々
ひ
ら
り
ひ
ら
り
秋
を
連
れ
　
　
　
　  

茶
　屋
　木
山
　輝
子

何
を
し
て
も
能
率
が
上
が
ら
な
い
虻
が
刺
し
て
い
る  

茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

家
族
集
う
こ
と
な
く
ひ
っ
そ
り
と
提
灯
し
ま
う
　  
生
　山
　渡
辺
　圭
子

胡
瓜
よ
う
出
来
た
雪
の
下
の
保
存
食
　
　
　
　
　  

印
　賀
　久
代
　幹
子

暑
さ
と
日
暮
れ
に
追
わ
れ
て
草
を
刈
り
に
出
る
　  

茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

猛
暑
続
く
置
き
場
の
な
い
体
に
日
陰
を
探
す
　
　  

茶
　屋
　木
山
　操
子

七
夕
や
友
と
交
し
た
折
り
交
　
　
　
　
　  

　
　
　
神
戸
上
　笹
間
　玲
子

独
り
居
の
朝
の
挨
拶
朝
顔
に
　
　
　
　
　  

　
　
　
宮
　内
　田
辺
登
志
美

誰
も
来
ぬ
何
処
へ
も
行
け
ぬ
コ
ロ
ナ
夏
　  

　
　
　
宮
　内
　船
越
　裕
子

ひ
と
日
咲
き
惜
し
気
な
る
散
る
沙
羅
の
庭
　  

　
　
矢
　戸
　和
田
　淑
子

水
は
じ
く
取
り
た
て
の
茄
子
キ
シ
キ
シ
と
　
　  

　
豊
　栄
　花
倉
美
佐
子

嵩
な
し
て
凌
霄
の
花
散
り
し
き
る
　
　
　
　
　
　
　 

宮
　内
　木
村
萬
佐
子

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

釈
迦
の
説
真
実
の
敵
無
と
空
で

　
　
　
　
　
世
界
を
変
え
て
救
う
心
経

湯
　河
　山
田
　司
郎

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
手
話
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　手
話
が
初
心
者
の
方
で
も
安
心
で
す
。
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
、
日
常
生
活
の
中
の
簡
単
な
手
話
表
現
を
学
習

し
て
い
ま
す
。

　手
話
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
一
緒
に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

10
月
４
日
（
日
）
14
時
〜
15
時
30
分

場

　所

　未
定

10
月
18
日
（
日
）
14
時
〜
15
時
30
分

場

　所

　日
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

【
お
問
い
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

た
そ
が
れ

げ

し
ゃ  

ら

な
　
す

の
う
せ
ん

た
か

　日
南
町
に
き
て
５
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
広
報
の
担

当
に
な
り
様
々
な
と
こ
ろ
へ
取
材
に
行
か
せ
て
い
た
だ

く
中
で
改
め
て
感
じ
た
こ
と
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ

目
は
自
分
の
足
で
町
内
各
地
へ
出
向
い
て
町
民
さ
ん
か

ら
お
話
を
伺
う
こ
と
が
何
よ
り
も
勉
強
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
ど
の
よ
う
な
歴
史
が
あ
っ
た
の
か
、
現
状

は
ど
う
な
の
か
、
何
に
困
っ
て
お
ら
れ
て
何
が
必
要
な

の
か
、
こ
の
５
ヶ
月
で
ど
れ
だ
け
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
取
材
に
行
っ
た
こ

と
を
全
て
広
報
に
載
せ
た
い
の
で
す
が
来
月
に
延
期
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
、
載
せ
き
れ
な
か
っ
た
も
の
も

多
く
あ
り
ま
す
。
広
報
だ
け
で
な
く
、
町
の
f
a
c
e
　

b
o
o
k
へ
の
掲
載
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
話
が
長
く
な
り
ま
し
た
の

で
２
つ
目
は
来
月
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
今
月
も
広
報

を
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

も
町
内
各
地
へ
沢
山
出
向
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
来
月

も
頑
張
り
ま
す
！

編
集
後
記

役
場
企
画
課
　
８
２

－

１
１
１
５

問

10
月
の
日
程

な
ぜ
お
得
　

得
は
い
ら
な
い
マ
イ
ペ
ー
ス

　
　
　
　
　
そ
の
手
に
乗
ら
ず
自
我
の
道

下
石
見
　浅
川
　三
郎

豊
穣
の
靜
か
な
る
里
黄
昏
し

　
　
　
　
　
　
銀
杏
霊
樹
黄
金
に
染
め

阿
毘
縁
　木
村
　民
子

右手の人差し指を横
に向け2回下に振る

※男性教師の場合「教える」+「男」
　女性教師の場合「教える」+「女」

小指をたてる 親指をたてる

両手の人指し指と中
指、薬指をたてて、
2回ぶつけ合わせる

「
先
生
」

「
算
数
」

教
え
る

男女
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←or

広
報
に
ち
な
ん
お
詫
び
と
訂
正

　広
報
に
ち
な
ん
９
月
号
ま
ち
の
話
題
に
お
き
ま
し
て
、
岸
紡
生
さ
ん
の
読

み
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　誤

　き
し

　つ
ぐ
み

　さ
ん

　↓

　正

　き
し

　つ
む
ぎ

　さ
ん

お
詫
び



　９月３日、日野郡３町による「日野郡公設塾まなびや
縁側」が、コロナ禍の影響もあり計画より遅れてこの度
グランドオープンすることとなりました。対象者は高校
生で、主体は「日野郡ふるさと教育推進協議会」であり
ます。高校生向けのふるさと教育実践の場であります。

　少子化が続き、そして町内に残る人或いはUターンで帰ってきて
くれる若者も少なくなっています。定住してもらえるにはどうし
たらいいのか。もやもや感がずっとありました。豊かで住みやす
い町なのにどうしてだろうか。自分自身の当時を振り返ってみま
すと、勉学や部活と自宅との往復で町や社会の情報はほとんど皆
無だったと思っています。
　昨年春、社会教育研修会での講演（島根県益田市の事例発表）
を聞き、「これだ、これをやりたい」と感じました。それはふる
さと教育でした。
　「まなびや縁側」では、学力支援やキャリア教育などの学びの
場を提供できるよう、３人の都会から来た若い講師が親身になっ
て丁寧に接してくれます。自分探しに真最中の日野郡内に住む高
校生と日野高校に通う生徒の皆さんにはまず気楽にのぞいてみて
ほしいですし、きっと、何か感ずるところがあると思います。
 先行き不透明といわれる令和の新時代を生き抜く子供たちの学び
の場では、今の日本社会そしてこれからの日本社会についてわ
かっていることを伝達し、それを参考に自分自身で自分の人生を
考える機会を提供したいと思います。定住する人、Uターンする人、
関係人口でつながる人さまざまでよいです。日南町のことをいつ
までも心にある人を一人でも増やしていきたい。

（令和２年８月16日～令和２年９月15日受付分）

令和２年８月末日現在
法令の改正により、外国人を含めた世帯数と人口を掲載
しています。

■世 帯 1,990 （−  1）  ■人 口  4,415 （− 11）
■    男 2,076 （−  4）  ■　  女  2,339 （−  7）

町長

日誌

９月11日記　　中村　英明

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

矢田貝　英　雄　　 69歳　　　 下石見
秋　葉　裕　　　 　92歳　　　 花　口
木　村　園　子　　 87歳　　　下阿毘縁
原　　　謙　吾　　 66歳　　　 三　栄
小　竹　益　江　　 86歳　　　 福　塚
和　田　隆　男　　 71歳　　　 下石見
坪　倉　弘　子　　 72歳　　　 福万来

氏　　名　　       　     届  出  人　　　       住　所 
ご誕生おめでとうございます

こう　　 き

はる　　 ま

いつ　　 き

かい　　 り

谷　　　洸　希　   怜　也　　   生　山

土　山　遥　万　   　聡　　   　福寿実

青　戸　樹　希　　一　也　　   　霞

長谷川　海　律　　彩　湖　　   　霞

七　瀬　佑　介　　　　　　　　生　山
(大田) 　彩　佳　　　　　　　　米子市

ご結婚おめでとうございます
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町内で撮影した写真であればなんでも応募可能！
○応 募 先　①メール　s0200@town.nichinan.lg.jp　②持参
○必要事項　①写真データ　②お名前(ペンネーム可)　③連絡先(電話番号)　④撮影時期
　　　　　　　⑤撮影場所　⑥題名とエピソード
○応募締切　毎月5日（随時募集中！）町のPR等で使用させていただく場合があります。
【お問い合わせ先】　役場企画課　TEL82-1115

投稿写真募集中！

求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種

　日当たりの良い岩上や樹幹に着生する多年
生草本。高さ10ｃｍ～30ｃｍ。葉は互生。
葉の落ちた節から細い花茎をだし、白色～淡
紅色の花を１～２個つける。
　花期は５～６月で手の届かない場所には健
全な個体もあるが、手が届く範囲では、幼苗
がわずかに自生しているだけである。

セッコク
（ラン科）

投
稿
者
：
素
振
り
す
る
素
振
り

時
期
：
お
盆
頃

撮
影
場
所
：
霞

『
鱗
雲
』

光
に
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
ね
。

今月の 1枚 Vol.40

す
ぶ

　
　
　
　
　

  

そ
ぶ

　神戸上小字洞（ほら）には「田辺長者」といわれた田辺家代々の墓
石（写真）が整然と並んでいます。
　戦国の動乱が治まり徳川の時代が始まった頃、各地で侍たちの大き
な移動が起こっていますが、日南町にも後に帰農して財を成す花口の
矢田貝家や下石見の古都家などが移ってきています。
　田辺一族ものそのひとつで、墓石を見ると備後国東城（現在の広島
県庄原市東城町）からこの地に移ってきたことがわかります。「たたら」
業により山を切り開き農地を開墾しながら力を伸ばしていった彼ら
は、石見地域を造った開拓者といえます。墓前に広がる田園風景を見
ていると、そんな地域の先達の偉業に触れることができます。 石見まちづくり協議会 TEL 83ｰ0711問

石見まちづくり協議会
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お
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大
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「
音
楽
大
好
き
」

　音楽が流れるといつもうれしそうに踊りだします。
それにつられてお姉ちゃんも踊りだすほどです。麺類
が好きで、ちゅるちゅる吸うのがとても上手です。
　最近、「バイバイ」と言いながら手を振るように
なってビックリ！できることがどんどん増えています。
　「元気ですくすくと、誰にでも優しい子に育ってほ
しいな」とご両親。

　お風呂が大好きでいつも喜んで入ります。この夏
は水遊びもたくさんしました。朝起きてすぐの第一
声は「マンマ！」。食べることも本当に好きで、体
もよく動かします。
　家族みんなでボール遊びをしたとき、ボールを上
手に投げ返したことにはビックリ！フェイント投げ
までする頭脳派です！
　「たくましく元気に育ってほしいな」とご両親。

（父）裕介さん　（母）三佳さん（父）裕介さん　（母）三佳さん
令和元年７月19日生まれ令和元年７月19日生まれ

大塚　大 くん【 霞 】
だいおおつか

令和元年７月３日生まれ令和元年７月３日生まれ
　（父）隆文さん　（母）美佳さん　（父）隆文さん　（母）美佳さん

青木　柊磨 くん【 生山 】
とうまあおき

田辺長者　～石見地域を造った開拓者～


